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平成29年度調査報告書の作成に係るアンケート集計結果
１　平成29年度の調査内容について

（１）PM2.5成分調査点数

	一般局
	自排局
	臨時局
	合　計

	27
	4
	0
	31


（２）各分析項目の実施地点数

【水溶性イオン成分】
	SO42-
	NO3-
	Cl-
	Na+
	K+
	Ca2+
	Mg2+
	NH4+

	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31


【無機元素成分】
	Na
	Al
	Si*
	K
	Ca
	Sc
	Ti*
	V
	Cr
	Mn*
	Fe

	31
	31
	20
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31

	Co*
	Ni
	Cu*
	Zn
	As
	Se*
	Rb*
	Mo*
	Sb
	Cs*
	Ba*

	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31

	La*
	Ce*
	Sm*
	Hf*
	W*
	Ta*
	Th*
	Pb
	
	
	

	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	
	
	


　　* 実施推奨項目

【炭素成分】
	OC1
	OC2
	OC3
	OC4
	EC1
	EC2
	EC3
	OCpyro
	WSOC

	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	31
	16


【その他成分】
	レボグルコサン
	カドミウム
	ベリリウム
	ジカルボン酸

	4
	7
	4
	3


２　平成29年度の調査報告書について

（１）執筆分担について
	本　　編
	希望欄
	資料編
	希望欄

	１はじめに
	
	１試料採取要領
	

	２調査方法
	
	２測定方法及び下限
	①静岡市, 浜松市 ③茨城県

	３各季節概況
	各季節の気象概況
	①相模原市 ③千葉市, 横浜市　
	３調査地点の概況
	

	
	3.1～3.4　春季～冬季のいずれか
	①埼玉県､ 東京都, 静岡県, 川崎市
②千葉市, 横浜市
	４気象要素の測定地点
	本編3章気象概況担当者

	
	3.5　四季の比較
	①茨城県
	
	

	４高濃度状況
	4.1出現状況
	①群馬県 ②茨城県 ③栃木県
	５高濃度解析対象地点
	本編4.1担当者

	
	4.2～4.3詳細解析
	①横浜市 ②栃木県, 川崎市
	６精度管理結果
	前年度幹事県

	
	4.4まとめ
	①栃木県, 神奈川県, 千葉市
	７発表及び投稿一覧
	

	５発生源寄与の推定
	①千葉県, 山梨県, さいたま市
	
	

	６経年変化
	6.1質量濃度
	②群馬県, 神奈川県 ③埼玉県
	
	

	
	6.2成分組成
	②埼玉県 ③群馬県
	
	

	7総括
	
	
	


（２）平成29年度の調査報告書についてのご意見
○経年変化の章について

・6.1や6.2の中身（項立てや図表など）にもよりますが、複数で担当した方がよいのではないかと思います（特に6.2）。（埼玉県）

・経年のまとめ方については、過去のデータの最大・最小の変化、平均±１σの推移、自動測定機との比較、35超の割合とその季節別変化等々、調べることは多そうです。章全体としてのイメージがつかみにくいので、事務局で「たたき台」を示してもえると助かります。（千葉県）

○環境省からの事務連絡等への対応について

・今年３月下旬に環境省から出された自動測定機の運用および成分測定マニュアルQ&Aに関する事務連絡、また、以前出された目標下限値について、今年度行う解析でのデータの扱いで何か考慮した方がよいかもしれません。（埼玉県）

（３）その他のご意見

○野焼きに関する通知について

・今年３月下旬に環境省から出された野焼きに関する通知について、本調査会議として何らかの情報共有や取組があってもよいかもしれません（例えば、各自治体の対応や取組（予定や検討中を含む）の情報共有、これまでの調査結果を踏まえた調査会議としての発信など）。（埼玉県）
○値の報告について

・0.050と0.05や<0.050と<0.05のように有効数字二桁表示の際の最後の数字が0に表記を統一した方が良いかと感じました。（浜松市）
○精度管理調査への報告項目について（平成30年度調査から）

・無機元素の分析方法を一部変更した為、精度管理で報告できる項目があります。
 【蛍光Ｘ線分析法】
（Sc、Hf、W、Ta を除く26 元素）から（Na、Si、K、Ca、Ti、V、Cr、Mn、Fe、Ni、Pb の11 元素）に変更
 【ICP-MS 法】
（Sc、Hf、W、Ta のみ）から（Al、Sc、Co、Cu、Zn、As、Se、Rb、Mo、Sb、Cs、Ba、La、Ce、Sm、Hf、W、Ta、Th の19 元素）に変更（横浜市）
